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論文内容の要旨
〔目的〕
卵巣がんは、わが国において女性のがん死亡の 3.4-3.9%を占め、近年増加の傾向にあるが、擢患率と生存率の動
向については未だ明らかにされていない。また卵巣がんは組織型が多様である為、組織型別に動向を分析する必要が
あるが、これまでわが国では系統的に分析されたことが無かった。本研究では、大阪府がん登録資料に基づき、組織
型別に卵巣がんの擢患率と生存率の動向を分析し、それら成績を米国と比較することを目的とする。
〔方法〕
1975 年'"'-'1998 年までに大阪府がん登録に登録された 7， 167 人を対象とした。但し生存率は、診断から 5 年目の予
後調査が完了している、 1994 年診断年までの大阪府下在住届出患者(大阪市を除く) 2，431 人を対象とした。組織型
は、国際がん研究所 (IARC) が国際比較研究のために作成したグループ。分類を用い、再分類した。すなわち、 carcinoma 、
sex cord-stromal tumors、 germ cell tumors 、 other specified cancers 、 unspecified cancer の 5 分類である。なお、
unspecified cancer は全卵巣がんの 34.9%を占めるため、組織型別の擢患率の分析では、 unspecified cancer の対象
者を年齢と診断年を用いて他の組織型のカテゴリーに按分した。
〔成績〕
23 年間に卵巣がん年齢調整寵患率(標準人口は世界人口)は 4.0 から 5.4 (10 万人対)に増加した。また、卵巣が
んの 9 1.2%を占める carcinoma でも 3.4から 4.8 の増加を認めた。 Carcinoma においては、 serous carcinoma の増
加が mucinous carcinoma に比し著しかった。一方、 sexcord -stromal tumors では 1980 年以降寵患率が減少してお
り、 germcell tumors ではほぼ一定であった。擢患率は、 germcell tumors 以外では年齢とともに増加したが、 germ
cell tumors では 15 歳'"'-'24 歳で最も高かった。
卵巣がんの 5年実測生存率は 35.2%であった。組織型別では、 carcinoma は 37.0% 、 sex cord-stromal tumors は
53.9% 、 germ cell tumors は 58.3%であり、 carclnoma の 5 年実測生存率は germ cell tumors に比べて有意に低か
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った(logrank test : p < 0.01) 。また、 carcinoma において、 mucinous carcinoma の 5 年実測生存率 (59.0%) は、
serous carcinoma (38.5%) に比し有意に高かった(logrank test : pく 0.01) 。
同年代同年齢の日本人一般人口における期待生存確率で調整した卵巣がんの 5 年相対生存率は 36.4%で、組織型別
には、 carcinoma 38.3% 、 sexcord-stromal tumors 55.3% 、 germcell tumors 58.6%であった。米国の卵巣がん患者
の 5 年相対生存率と比較し低値であった (36.4%対 43.5%) が、その差は carclnoma で小さく (38.3%対 42.4%)、
sex cord-stromal tumors (55.3%対 72.9%) 、 germcell tumors (58.6%対 83.7%) で大きかった。 1975-1984 年と
1985-1994 年診断患者の 5 年相対生存率を比較すると、卵巣がん (29.1%から 40.9%) 、 carcinoma (3û.9%から 42.1 %)、
germ cell tumors (46.9%から 69.8%) 、 mucinouscarcinoma (5 1.2%から 66.3%) において有意に増加していた。
〔総括〕
23 年間に卵巣がん年齢調整擢患率は 4.0 から 5.4 (10 万人対)に増加した。この増加は carcinoma の増加 (3.4か
ら 4.8) に起因していた。先行研究にて、卵巣がんの危険因子として出産数の低下、予防因子として経口避妊薬の服
用が報告されており、本結果には、日本における出産数の低下と普及率の低い経口避妊薬の関与が考えられた。
卵巣がんの 5 年相対生存率は米国に比べて低く、 carcinoma、 sexcord -stromal tumors、 germ cell tumors におい
ても同様で、あった。これに影響を与えるものとして、年齢、診断時進行度、 carcinoma の組織亜型の分布の相違が考
えられた。先行研究では、日米における精巣がん患者の生存率差に、有効な化学療法の普及の遅れの可能性が示唆さ
れているが、卵巣の germ cell tumors の生存率差でも同様の関与が考えられた。
日本における卵巣がん年齢調整擢患率の増加と、米国に比べて低い日本の卵巣がんの 5年生存率を認めた。本研究
の結果は、卵巣がん患者全体の生存率向上のため、卵巣がんの生存率に影響する医療側の要因をさらに明らかにする
ことの重要性を示している。
論文審査の結果の要旨
本研究は、わが国における卵巣がん擢患率と生存率の動向を初めて組織型別に分析し、それら成績を米国と比較し
たものである。 1975 年"-'1998 年まで大阪府がん登録に登録された 7， 167 人を対象とした。 23 年間に卵巣がん年齢調
整擢患率は増加し、その増加は carcinoma、とりわけ serous type の増加に起因していることを明らかにした。また、
卵巣がんの 5 年相対生存率は米国に比べて低く、その差は、 carcinoma で、は比較的小さく、 sexcord-stromal tumors 、
germ cell tumors で大きいことを確認した。本論文は、わが国の卵巣がん対策を考える上で示唆に富む研究であり、
学位に値するものと考える。
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